
水道料金のあり方について（答申概要）

諮問理由

本市の水道事業は、低廉で安全な水の安定供給を目的に、水道施設の耐震化や

老朽化した施設の更新などに取り組んでまいりました。

しかし、人口減少や節水型機器の普及により水需要は減少傾向にあり、料金収

入の増加が見込めない一方、費用の面においては水道施設の老朽化対策や自然災

害への備えなど、今後さらに厳しい経営状況となる見込みです。

水道は市民生活に必要不可欠なライフラインであり、都市基盤として今後も事

業の健全経営を継続していく必要がありますので、水道料金等審議会において、

今後の本市の水道料金のあり方について諮問しました。
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料金回収率の推移

現行料金
基本料金無料化
により低下

基本料金無料化
がなかった場合

料金算定期間

今回の改定

1㎥～
10㎥

11㎥～
25㎥

26㎥～50㎥ 51㎥～100㎥ 101㎥～

基本料金

水道料金

使用
水量

口径別（一般用）

使用水量1㎥あたりの従量料金

基本料金

公衆浴場用

使用
水量101㎥～

従量料金

1㎥～100㎥

水道料金

臨時用

使用
水量

従量料金

水道料金

＋15円/㎥

＋15円/㎥

＋15円/㎥

＋15円/㎥

＋15円/㎥

＋15円/㎥
＋102円/㎥

＋42円/月～
＋1,220円/月

＋262円/月

＋15円/㎥

口径
13mm～
100mm
に応じて
606円/月～
17,433円/月

114円/㎥

173円/㎥
229円/㎥ 287円/㎥

3,739円/月 135円/㎥ 200円/㎥

基本水量10㎥/月の廃止

基本水量
100㎥/月の廃止

収入で費用が賄えなくなる
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行政人口と有収水量の推移・予測

簡易水道統合

実績値／予測値

有収水量

国立社会保障・人口問題研究所
（社人研）推計

実績値／予測値

一宮市推計（人口ビジョン）

行政人口

収入で費用を賄い(料金回収率100％以上)
続けるためには15％の収益増が必要

各使用例における改定後の水道料金比較

改定のイメージ （ ：現行料金 ：改定による増額分）税抜き

料金回収率：費用を水道料金でどれだけ賄えているかを表す指標

水道料金等審議会では、安定して水道サービスが供給できるよう、水道料金を

次のとおり改定するのが妥当であると判断されました。

今後、答申内容を尊重し水道料金の改定について検討してまいります。

（これまでの料金体系には、公衆衛生の向上、生活環境の改善の観点から、最低限の生活用水を平等

に確保し、料金の低減を図るために基本水量を導入している。水道施設の整備が完了し、導入の目

的を達成している状況、負担の公平性の面から基本水量の廃止が適当であると判断した。）

答申（抜粋）

・ 料金算定期間を令和 6 年度から令和 10 年度までの 5 年間とする。

・ 令和 6 年度に基本料金は一律 7 ％、従量料金は臨時用を除き一律 15 円の増額

とし、臨時用従量料金を 102 円の増額とする。

・ 基本水量を廃止する。

（1か月　税抜き　円）

単身世帯

   13ｍｍ（5㎥／月）

１家族世帯（3人）

13ｍｍ（15㎥／月）

２世帯など

  20ｍｍ（50㎥／月）

事業所など

  40ｍｍ（100㎥／月）

現行 606 1,176 6,646 20,415

改定案 改定後 723 1,443 7,439 22,120

増額分 117 267 793 1,705

　　　　　　　　使用例

改定パターン

1㎥～



下水道使用料のあり方について（答申概要）

諮問理由

本市の下水道事業は、生活環境の向上、公共用水域の水質保全、浸水被害の軽

減を目的として事業に取り組んでまいりました。その結果、財源として借入しま

した企業債残高は減少傾向にはあるものの多額で推移しており、一般会計からも

多くの補助金を受けており限界にきていることなどから、今後は事業継続が不可

能となる状況になってきております。

下水道事業は市民生活に必要不可欠なライフラインであり、都市基盤として今

後も事業の健全経営を継続していく必要がありますので、水道料金等審議会にお

いて、今後の本市の下水道使用料のあり方について諮問しました。

-40

-20

0

20

40

60

80

100

H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14

（億円） 年度末に保有すべき資金の下限額と資金残高の推移

現行使用料

使用料算定期間

今回の改定

実績額／予測額

年度末に保有すべき資金の下限額

資金残高

工場廃液用 特定事業用

使用
水量

従量使用料 従量使用料

1㎥～ 1㎥～

使用
水量

下水道使用料 下水道使用料

基本
使用料

下水道使用料

1㎥～10㎥ 11㎥～25㎥ 26㎥～50㎥ 51㎥～

使用水量1㎥あたりの従量使用料

(298円/月)

使用
水量

8円/㎥

R6:＋149円/月

596円/月

R8:＋149円/月

(33円/㎥)

R6:＋18円/㎥

R8:＋15円/㎥ 116円/㎥ 127円/㎥ 132円/㎥

90円/㎥

(34円/㎥)

R8:＋15円/㎥ (45円/㎥)

R8:＋22円/㎥

126円/㎥

臨時用

従量使用料

1㎥～

使用
水量

下水道使用料

126円/㎥

(39円/㎥)

R6:＋24円/㎥

R8:＋15円/㎥

基本
使用料

公衆浴場用

使用
水量

201㎥～

従量使用料

1㎥～200㎥

下水道使用料
(941円/月)

6,067円/月

R6:＋607円/月

R8:＋334円/月

(11円/㎥)

R8:＋4円/㎥

基本水量
200㎥／月の廃止

65円/㎥

(11円/㎥)

R6:＋7円/㎥
R8:＋4円/㎥

各使用例における改定後の下水道使用料比較

一般用・家事用

改定のイメージ （ ：現行使用料 ：Ｒ6の改定による増額分 ：Ｒ8の改定による増額分）税抜き

(33円/㎥)

R6:＋18円/㎥

R8:＋15円/㎥

(33円/㎥)

R6:＋18円/㎥

R8:＋15円/㎥

(33円/㎥)

R6:＋18円/㎥

R8:＋15円/㎥

災害への備え、老朽化対策による投資が必要

資金の減少
下水道事業の健全経営(運転資金の確保)
を続けるためにはＲ6に25％、Ｒ8に20％
の収益増が必要

R6:＋23円/㎥

R6:＋19円/㎥

R6:＋7円/㎥

（ ）内の金額は、Ｒ６とＲ８を合わせた増額分

水道料金等審議会では、安定して下水道サービスが供給できるよう、下水道使用

料を次のとおり改定するのが妥当であると判断されました。

今後、答申内容を尊重し下水道使用料の改定について検討してまいります。

答申（抜粋）

・ 使用料算定期間を令和 6 年度から令和 10 年度までの5 年間とする。

・ 一般用・家事用：基本使用料は令和 6 年度に 25 ％、令和 8 年度に 20 ％の増額、

従量使用料は令和 6 年度に一律 18 円、令和 8 年度に一律 15 円の増額とする。

・ 公衆浴場用：基本使用料は令和 6 年度に 10 ％、令和 8 年度に 5 ％の増額、従量使

用料は令和 6 年度に一律 7 円、令和 8 年度に一律 4 円の増額として、基本水量

を廃止とする。

・ 臨時用：従量使用料を令和 6 年度に 19 ％、令和 8 年度に 10 ％の増額とする。

・ 工場廃液用：従量使用料を令和 6 年度に 15 ％、令和 8 年度に 10 ％の増額とする。

・ 特定事業用：従量使用料を令和 6 年度に 25 ％、令和 8 年度に 20 ％の増額とする。

（1か月　税抜き　円）

工場廃液用

　　（1,000㎥／月）

工場廃液用

　 （10,000㎥／月）

特定事業用

　　（1,000㎥／月）

特定事業用

　 （10,000㎥／月）

現行 126,000 1,260,000 90,000 900,000

改定案

Ｒ6改定 改定後 145,000 1,450,000 113,000 1,130,000

増額分 19,000 190,000 23,000 230,000

Ｒ8改定 改定後 160,000 1,600,000 135,000 1,350,000

現行との比較 増額分 34,000 340,000 45,000 450,000

　　　　　　　　使用例

改定パターン

（1か月　税抜き　円）

一般用・単身世帯

　　　　（5㎥／月）

一般用・１家族世帯

（3人）（15㎥／月）

一般用・２世帯など

　　　（50㎥／月）

現行 636 1,256 5,591

改定案

Ｒ6改定 改定後 875 1,675 6,640

増額分 239 419 1,049

Ｒ8改定 改定後 1,099 2,049 7,539

現行との比較 増額分 463 793 1,948

　　　　　　　　使用例

改定パターン


